
 

 
 
              
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

■営業収益 
（1）信用購入あっせん部門 

信用購入あっせん部門は、ファミマクレジット株式会社の連結子会社化に伴い、ショッピング取扱高

が 907 億 26 百万円（前年同期比 28.2%増）、ショッピングリボ残高が 619 億 84 百万円（前年同期比

83.1%増）と堅調に推移した結果、営業収益は 37 億52 百万円（前年同期比58.7%増）となりました。 
（2）融資部門 

融資部門は、総量規制の影響等による融資残高、取扱高の減少により、営業収益は 47 億 74 百万

円（前年同期比 11.5%減）となりました。 
（3）その他 

その他の営業収益は、カード会員向け保険商品の取り扱い拡大による保険代理店収入の増加、並

びに年会費等の手数料収入の増加により、6 億 64 百万円（前年同期比 110.3%増）となりました。 
 

以上の結果、営業収益全体では 91 億92 百万円（前年同期比0.0%増）となりました。 
 

■営業費用 
営業費用につきましては、弁護士等による新規介入債権の減少に伴い貸倒関連費用が減少したほか、

利用明細書のハガキ化およびオンライン化を進めるなど各種コスト削減を推進したこと等により、83 億

47 百万円（前年同期比2.0%減）となりました。 
 

■営業利益、経常利益、四半期純利益 
以上の結果、営業利益は 8 億 44 百万円（前年同期比 25.4%増）、経常利益は 7 億 98 百万円（前年同

期比18.6%増）となりました。 
なお、四半期純利益につきましては、当第 1 四半期に、ファミマクレジット株式会社を連結子会社化した

ことに伴い、当社が連結子会社化以前に保有していた同社株式を時価評価した結果生じた差益 4 億 90
百万円を特別利益としたこと等により、四半期純利益は 9 億 35 百万円（前年同期比 19.9%増）となりまし

た。 
 

【 単位：百万円 】 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

平成24 年2 月期 
第1 四半期 

9,192 844 798 935 

平成23 年2 月期 
第1 四半期 

9,191 673 673 780 

前年同期比 +0.0% +25.4% +18.6% +19.9% 

 
※当社は、当第 1 四半期から連結財務諸表を作成しているため、前年同期の比較対象として、前期個

別財務諸表数値を使用しております。 
以 上 
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営業収益91 億92百万円、経常利益7億98 百万円、当期純利益 9億35 百万円 

 


